
町
内
の
炎
滋
を
緩
和
相
す
る
た
め
、
俊
市
中
祭
礼
成
及
び
一
方
遂

行
に
つ
い
て
、
中
山
内
る
即
時
月
一
一
十

a千
業
然
公
安
後
嗣
照
会
で
、

次
の
よ
う
に
決
後
し
ま
し
た
。

五
回
月
五
日
か
ら
十
…
円
筒
ま
で

は
閥
均
蜜
福
祉
週
酪
闘
で
す
争

今
年
の
選
回
開
で
は
次
の

ιと

に
カ
者
入
れ
る
と
と
に
厚
生
翁

で
き
ま
ち
ま
し
た
。

A
す
べ
て
の
間
見
掛
換
は
胸
部
隊
で
正

し
い
燦
然
、
総
数
、

詩

は

技

衡

を

も

っ

て

湾

総

割

て

ら

れ

る

。

祭

殿

濁

川

に

緩

ま

れ

な

い

児

併
用
し
て
、
野
総
務
、
機
上
競

4

L

d

議
は
と
れ
に
か
わ

銭
湯
、
ブ
ー
ペ
チ

5
A
ヲ
ー
い
れ
仔
る
議
機
密
紙
五
る
。

ト
な
ど
の
縫
合
逮
勤
務
の
綴
縫
い
布

5

A
す
べ
て
の
潟
潔

も
つ
く
ち
た
い
と
計
一
間
し
て
お
品
数
月
は
良
い
文
化
財
れ
守

き

ま

す

。

十

J

5

あ
た
え
、
一
惑
い
潔

公
開
問
鮪
の
綴
制
捜
は
、
数
品
地
面

p'

機
か
ら
ま
も
る
。

積
約
山
一
一
千
三
重
霊
山
刀
メ
i
ト

ル

ふ

身

体

の

本

総

出

濯
物
は
八
百
七
十
六
・
コ
此
学
な
児
童
、
精
神
崎
間
耕
慌
の
不
十
分

浴
メ
ー
ト
ル
で
、
中
K
録
台
殺
な
路
震
に
つ
い
て
の
緩
紛
な
治

ホ
ー
ル
、
師
協
晴
背
中
晶
、
実
羽
田
窓
、
耐
概
と
教
育
と
保
護
mw
滋
銭

G

同
邦
議
出
端
的
、
制
偶
然
媛
、
資
料
室
、

A
A
す
べ
て
の
閥
均
愛
一
片
州
、
適
当
な

一
一
事
訪
問
家
、
会
淡
淡
一
ニ
媛
、
門
口
本
栄
養
と
納
税
燃
が
与
え
ら
れ
、
疾

開
問
一
一
一
室
一
と
な
っ
て
お
ち
ま
ナ
。
病
と
災
害
か
ら
ま
も
ら
れ
る

B

3

、
、
、
、
二
弘
冬
山
城
代
化
。
妻
、
h
-
L
Sヨペ

+
1

，

q
d
A
3主
役

機

Y
五七
F

ふ卜

十
万
円
J
一
一
一
百
万
円

七
月
末
、
ま
で
取
談
、
で
き
る

森
下
車
ふ
会
議
出
鳴
の
紋
織
の
九
月
貸
付
と
な
ち
ま
す
。

近
代
化
を
岡
出
る
た
め
設
幽
閣
に
縁
取
組
昭
一
周
材
現
役
掃
出
量
刑
制
院
に
問
問
緩

援
な
聴
料
金
者
団
片
付
げ
ま
す
。
レ
て
あ
ち
ま
す
。
な
お
誇
何
制
伊
山

内
汚
水
級
制
相
殺
胤
問
、
ば
い
同
盟
処
つ
い
て
は
陪
怖
が
綴
籾
い
た
し
ま

調
理
設
貼
附
及
び
定
縁
関
用
水
へ
の
転
す
。

換
設
備
を
会
む
〉

点
貸
付
額

制
州
議
げ
か
資
分
対
象
設
助
問
に
必

要
と
緩
め
た
金
額
の
二
分
一
以

内
と
し
、
隊
約
と
し
て
十
万
開
口

以
上
一
一
一
百
万
m
m
以
下
と
す
る
o

A
弱
地
利
子

A
鵠
周
付
掲
岡

俊
付
期
開
聞
は
近
年
と
し
都
内
水

処
潮
崎
仙
紙
附
閥
、
ぱ
は
い
緩
処
理
設
帥
聞

は
九
絡
と
す
る
か

A
償
還
方
法

貸
付
金
の
交
付
の
認
か
ら
一

緒
す
え
蹴
置
き
で
四
年
以
内
八
潟

水
蹴
滞
緩
後
融
問
、
ば
い
踊
連
絡
謝
暗
殺

蹴
搬
の
機
会
は
八
線
以
内
〉
と
し

年
一
様
均
等
的
関
線
と
す
る
。

企
雨
明
議
受
付
制
期
総

同
問
和
利
開
間
十
一
年
燃
料
月
十
日
品
目
悶

か
ら
溺
和
朝
間
関
十
一
年
七
月
三
十

一
円
同
ま
で
と
し
側
、
イ
恒
月
の
感

鵠
閥
単
告
は
六
月
務
後
七
月
食
品
性
、

六
、
七
月
取
締
附
殺
は
八
月
察
官
荒

子
の
神
児
業
公
園
で
き
る

一
一
回
対
中
旬
か
き
ヱ
濯
を
絡
め
化
予
ノ
姉
何
回
見
釜
公
園
が
柏
崎
玲

の
鯵
カ
で
創
出
足
一
門
口
問
問
障
し
ま
し
た
。
六
六
一
平
方
メ
ー
ト

ル
の
蜘
飢
餓
に
、
ヱ
趨
R
Z
1
0
万
円
で
、
砧
伊
端
機
、
す
ベ

h
台
、
ぷ

ち
ん
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
リ
V

ヤ
ン
グ
ル
、
ベ
ン
チ
、
削
減
余
ぷ
ち
ん

と
な
ど
の
泌
殺
が
で
訟
ま
し
た
a

γ
T
の始押
A

口
織
は
、
議
J

料
胤
叫
慌
の
綴
色
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
か

ら
ね
利
子
き
ま
連
れ
の
数
歩
が
て
ら
と
利
用
下
さ
い
。
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両
日
酔
棺
昨
串
耕
輔
沈

我
孫
子
第

隊
小
学
校

総
か
ら
消

防
機
総
ま

で
{
八
時
時

か
ち
ニ
。

帥
吋
ま
で
)

。
三
万
滋
行

ヒ
泌
総
闘

の
と
お
り

(
矢
印
の

方
向
以
外

は
遂
行
で

き

ま

せ

ん。〉

監牽禁止、一方通行を異掘

六
月
末
の
完
成
予
定

決
定
い
た
し
ま
し
た
α

ヱ
奈
は
、
一
月
か
ら
総
務
て

幅
制
欄
織
に
進
み
、
四
月
下
旬

κ上

嶋
嫌
気
が
終
り
六
月
末
の
竣
坊
を

め
ぎ
し
て
綴
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で

お
り
ま
す
a

公
民
拍
期
同
体
、
「
お
と
な
の
略
戦

世
間
の
説
明
で
あ
る
己
と
い
わ
れ

て
お
ち
ま
す
が
遅
れ
て
い
る
本

駅
間
の
絞
食
料
紙
背
も
ζ

の
怒
数

一
ツ
に
よ
っ
て
ふ
〈
き
く
飛
躍
で

き
る
と
期
予
υお
ち
ま
す
。
場

一
政
は
、
我
孫
手
際
、
か
ら
添
加
料
mm

の
ガ
へ
必
い
て
十
分
鋭
、
学
側
M

mm
公
開
mw
撚
怖
に
位
潰
し
ま
す
の

で
神
介
助
的
に
綴
織
明
、
環
境
も
よ
く

会
合
や
談
議
げ
い
は
淡
綴
か
と
存

じ
ま
す
。
と
の
ヂ
資
制
閉
会
開
闘
争

湾
問
時
富
ニ

悶

例

制

れ

光

ム
吋
熱
波
炎

都
市
附
問
機
淵
綿

A
品中山司祭

〈
技
会
議
V
菊
地
給
付
?
納
税

索
後
予
・
八
保
融
関
制
時
〉
伊
東

品
中
静
で
八
総
務
糊
耕
〉
事
布
袋
業

八
都
市
開
問
問
輪
開
〉
大
崎
臨
制
付
失

取
締
窓
際
の
生
子
八
総
会
樹
噺
務

総

v
m
n世相

A
相
判
綴
抑
抑
制
用
者

〈
組
綿
諸
制
緩
〉
脅
凶
同
克
英
・
H

的

諮
院
関
・
付
仏
関
郎
繁
一
・
糊
捌
問
地
油
関

子
・
輯
制
限
よ
ね
八
税
務
総
〉

佐
々
様
子
・
向
泰
子
・
秋
開
同

村
純
子
八
都
市
間
開
発
該
〉
古
川

務
総
・
制
帆
本
場
内
八
社
会
諜
V

綴
卓
也
際
線
子
-
摘
嬬
搬
服
務
W
T
-

八
康
増
単
線
〉
族
特
汁
判
制
校
八
朗
陣

徴
課
〉
市
甲
臨
時
発
業
・
蜘
附
制
柏
町
サ

八
期
間
柄
限
緩
〉
丹
羽
健
一
'
竹

芥
渓
鱒
で
恥
〈
派
閥
朋
興
・
〈
金
副
総

裁
〉
淡
命
制
緩
閉
町
八
水
遊
議
〉

鈴
木
党
執
間
八
教
榔
問
後
開
隣
会
〉

水
村
哲
也
〈
議
会
務
滋
臨
時
V

検
筒
述
人
・
湾
総
八
掛
綿
子

A
閥
崎
祭
掛
間
蹴
民
会
〉
薮
鴎
鎖
措
昭

八
開
郎
総
〉
山
本
欄
壁
掛
闘
一
一
子
・
弁

ノ
幻
滅
子

A
返
縁
者

小
林
千
代
〈
仏
札
会
欄
蹴
〉
揖
丹
後

復
一
〈
税
務
課
〉
足
立
後
鎖

〈
食
一
際
議
)
揖
時
国
持
布
相
手
〈
議

会
務
務
総
〉

水
滋
関
陣
の
新
設
し
C
末
年
後
mw

土
木
滋
ぷ
総
拙
尽
な
ち
び
げ
い
側
関
路
湖

行
裁
の
獄
宛
を
附
凶
る
た
め
、
次

の
と
お
り
人
務
災
数
を
お

ιな

い
ま
し
た
e

晶
剤
師
長

畑
即
時
陪
開
開
発
諮
問
間
関
務
次

水

議

録

坂

巻

率

引

取

A
輔
部
経
怖
間
後

韻
時
料
紙
朝
陣
取
臨
時
出
掛

関
陣
鐘
怒
小
品
斜
一
比
一

朝
即
時
巾
開
発
謀
略
均
門
μ
縁日…

点中山中被
総
務
総
総
務
係
議
地
貞
脊

総
務
総
火
勢
係
野
口
町
子

社
会
線
交
付
館
開
竹
内
滋
炎

総
務
祭
事
務
係
絞
殺
総
務
必
〈

山
間
終
釜
山
山
約
係
鈴
木
議
一

務
総
際
捻
剤
耐
凋
発
問
時綾

田
山
勝
己

保
健
制
附
予
賄
側
係
樹
梶
本
関
口
一

産
業
譲
鶏
T
…
銭
鈴
木
悶
湾

社
会
輔
師
団
同
間
同
年
金
係盟

議
炎

骨
小
対
湖
務
総
数
係
石
井
市
部

総
務
開
開
発
翻
醐
枇
刑
制
糊
係棚

網
制
川
実

企
震
装
広
報
係
務
総
務

建
設
緑
町
営
住
宅
用
怜緩

議
議

噌
?
の
砧
押
回
見
室
公
園

申
告
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
係
絞
米
に
災

総
湘
綱
策
脅
し
て
一
年
分
の
税
金

を
…
燃
に
弘
う
よ
う
必
負
毅
が

か
か
き
ま
す
の
で
笈
月
十
五
口
H

ま
で
花
期
検
し
て
く
だ
さ
い
。

地

以

外

の

地

は

倍

課
税
標
準
額
変
わ
る

コE緩やの>f1央公民館

昭
和
額
十
二
部
燃
の
間
関
支
配
県

出
院
議
議
税
標
準
額
が
変
わ
き
ま

す
a

市
部
品
端
、
後
綴
池
、
出
品
杯
、
鎌
田
町

な
ど
の
縄
問
柏
崎
以
外
出
w
土
地
は
、

畿
税
標
識
綴
が
日
ニ
…
体
川
氏
、

家
媛
、
償
却
耳
炎
墜
に
つ
い
て
は

務
織
の
な
い
か
ぎ
h
昨
年
と
絞

り
ま
せ
ん
。

都
市
灘
綴
制
棋
の
線
制
問
再
開
準
額
は

一
二
ハ
位
抑
に
な
れ
手
仇
し
た
。

と
の
課
税
擦
幣
制
酬
の
副
制
上
げ
に

と
も
な
い
免
税
点
が
次
の
と
お

h
治
則
ぶ
げ
ち
れ
ま
し
た
e

土
地
、
二
万
間
関
手
間
を

八
万
附
内
米
棚
醐
に

家
屋
、
z
一
一

nm内
壱

五
万
同
月
末
憾
に

後
初
資
産
、
十
考
万
円
を

一
一
一
十
万
円
未
淡
に

な
総
本
側
約
な
い
胤
が
あ
ち
ま
し

た
ち
税
務
制
御
附
悶
健
闘
舛
柑
脱
税
係
に

制
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
や

5}3311'll主要宅関号?でl担割員約入豪華善幸おζない

ます。

機嬢保険税の 1期分です

附
腕
盤
弔
問
組
は
必
ず
刷
出
す

都
制
向
同
州
制
緩
舎
も
っ
て
い
る
人

が
廃
家
、
浦
知
閥
降
、
料
相
府
な
ど
を

し
た
場
合
法
、
M

附
γ桝開樹中開胞を

に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ま
ま
犯
し
て
お
き
ま
す
と

街
中
脅
も
っ
て
い
な
い
の
に
税
金

が
か
か
っ
て
く
る
、
と
い
う
よ

う
な
ま
ち
が
い
や
、
仲
間
ん
で
い

々
い
人
民
課
税
さ
れ
る
よ
う
な

ζ

と
に
な
ち
ま
す
。

仲
間
協
間
後
割
減
、
名
儀
変
更
の
場
合

も
、
必
ず
総
務
課
へ
腐
を
だ
し

て
く
だ
さ
い
。

の納税

防
関
税
の
由
申
告
守

忘
れ
て
い
る
方
は

五
月
十
混
駁
ま
で

鑓
滋

開
問
ふ
る
毎
度
町
県
間
関
税
必
殺
袋

持
拡
立
一
月
二
十
二
日
で
級
品
即
坊
ち

ま
し
た
が
ま
ど
ぷ
れ
て
い
る
方

が
あ
る
よ
う
で
す
@

5月

A
磁
波
笈

総
務
総
交
掛
樹
脂
開
中
野
て
る
子
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し
た
。
久
寺
家
に
は
、
時
制
業
制
制

蹴
榔
一
燃
や
大
学
が
あ
る
た
珍
学
伎

の
進
学
織
で
あ
号
、

ζ
れ
ま
で

掛
対
戦
時
中
で
湧
学
し
て
い
た
中
学

生
も
、
安
心
し
て
陣
棋
院
制
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鐙
号
機

の
点
滅
は
、
午
約
七
時
吋
J
九時吋

午
後
三
隣
吋

t
六
時
時
で
ほ
か
の
臨
時

織
は
注
意
後
殺
だ
け
と
な
り
ま

す。

、圃

時
開隠の紋えは

わ

か

り

や

す

い

生

居

表

示

に

は
え
、
掛
棋
の
削
船
時
聞
を
お
ζ

な
と
に
よ
っ
て
‘
よ
い
綴
幾
を
緩
め
、
た
い
憾
の
ま
わ
h
t
総
会

B

っ
て
護
憲
刊
を
よ
く
す
る
ζ

る
ζ

と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
宗
主
の
土
と
そ
は
え
さ

ζ
と

し

一

一

一

千

世

帯

ぞ

実

識

と
は
、
健
出
観
的
問
な
関
脚
部
生
活
の
ん
の
ご
銘
力
指
知
制
緩
い
し
ま
な
ぎ
の
緩
徐

崩

聞

で

あ

担

、

生

治

改

轡

向

上

の

す

。

品

W

紬
制
問
鵬
、
物
霞
器
、
縁
の
下
わ
が
附
闘
の
銭
感
淡
叫
が
は
、
市
の
が
あ
き
ま
す
。

務
総
と
な
る
も
の
で
す
e

智
大
掃
品
開
の
府
民
総
な
ど
柿
棋
の
成
品
棋
が
越
冬
し
や
す
区
町
村
名
の
次
に
綜
名
・

43悶同

ζ

の
よ
う
な
ζ

と
か
ち
し
て

酎
町
で
は
、
次
の
と
U
0
・9
余
即
時
①
祭
滋
除
外
に
対
す
る
備
削
減
い
場
帯
別
の
務
総
、
胸
部
閉
曲
師
附
滋
の
あ
る
い
は
学
名
と
総
務
骨
後
つ
閉
闘
で
は
、
「
使
協
間
幾
刊
郊
に
開
聞
す

あ
げ
て
殺
の
桂
樹
錆
潮
崎
融
制
者
行
い
約
な
ふ
八
緩
徐
の
爽
絡
ハ
綾
子
し
み
酬
で
な
ど
の
汚
水
A
W
排
耐
水
を
発
て
仲
民
国
抽
表
示
が
凶
行
な
お
れ
て
い
る
法
律
」
告
側
制
慾
し
、
会
議
約

は
え
、
帥
棋
の
効
蹴
端
的
な
開
瞬
時
間
と
緩
の
下
、
天
井
謀
、
相
押
入
れ
、
織
す
る
。
ま
す
@
ζ

の
酌
叫
名
・
総
務
は
伎
な
使
間
輔
噌
祝
日
都
制
度
を
磁
波
ず
る

清
掃
を
す
る
と
と
認
な
h
ま
し
台
孫
な
ど
の
制
掃
除
と
不
倒
伺
耐
用
W

V

幾

割

問

の

数

術

祭

液

添

mw
観
点
か
ら
み
ま
す
と
と
も
に
、
絞
悶
悶
噺
務
総
の
実
抽
踏

ん

た

。

処

分

〉

①

は

え

、

紋

mw
畿
品
開
の
た
め
、
と
、
非
紳
舶
に
綴
乱
し
て
お
ち
、
手
柑
で
さ
な
ど
必
要
必
携
樹
齢
者
双

ζ

の
即
郎
総
と
蹴
間
制
調
浴
、
地
縁
@
お
ず
み
mw
揃
宋
を
淑
he除
、
芯
制
刑
務
の
と
お
り
無
料
で
淡
総
数
き
お
め
で
閥
解
ち
に
く
い
も
の
で
め
、
い
ろ
い
ろ
な
潟
紙
、
障
害

と
と
に
い
っ
せ
い
に
行
な
う
ζ

ね
ず
み
の
滋
織
を
ふ
事

re

潟
市
脅
し
ま
す
。
す
。
と
の
た
め
、
郵
便
・
同
階
級
不
使
、
か
ど
争
終
拙
惜
し
て
、
制
執

吋
寸
寸
1
1
!
i
パ
l
!
j
i
l
-
;
;」
品
増
大
綴
除
後
に
媛
、

wv
芥
戸
水
A
W

消
毒
等
の
遂
滋
奇
招
い
た
り
、
戦
時
ね
た
ち
の
問
問
閥
均
裟
穏
や
師
同
徽
伸
一
波

一
♂
己
主
主
、
宅
]
ゑ
タ
『
¥
一
夫
弁
、
議
会
、
約
綴
な

mw
減
免
、
紋
出
削
臨
相
総
務
散
布
る
人
の
総
震
を
拙
障
し
山
闘
す
た
め
の
綴
笈
と
、
公
然
mw
議
設
抽
選

一
一
川
町
ヴ
F
4
4
P
ヘ
ル
ぷ
ロ
…
ど
の
修
緩
と
改
善

mw
嗣
師
、
弁
深
水
の
滋
養
(
ヂ
擦
に
む
だ
な
臨
時
開
削
告
費
し
た
り
し
を
間
関
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
。

…
伊

E
え

d
f
Aぽ
「

一

A
W

震

に

を

5
2
2
;同
姥
犯
行
な
い
て
い
る
不
器
、
私
た
ち
の
日
義
主
い
て
も
、
言
法

一
守
」
・

1
J
7
L
4
7主
君

、

2
べ

ま

す

。

童

相

関

に

お

い

て

、

常

に

義

裁

に

基

い

て

、

今

一

年

中

に

き

コ
目
い
と

rp一
沿
い
マ
患
に
信
号
機
れ
れ
れ
れ
守
口
下
弘
同
休
刊
誌
は
守
行

一

、

手

法

d
一

曹

は

え

、

聖

護

奇

襲

は

、

品

し

に

交

か

き

で

な

く

、

行

政

重

量

]
j
i
l
-
-
i
t
J

一

係

J
h
J
F仁
川

去

の

中

毒

か

い

霊

も

ふ

え

、

久

雲

寺

の

行

絡

に

も

多

〈

妥

雪

2
…

襲

警

護

襲

警

一

一

f
B
F
i
g場
一
場
事
務
余
震
な
ど
府
議
奇
襲
す
る
の
に
危
験
し
て
い
ま
す
。

ι
?と
は

、

一

銭

一

一

つ

4
J
l母
、
、
均
一
に
い
る
毅
ば
え
の
級
協
附
を
き
お
め
で
い
ま
し
た
が
、
開
閥
単
に
弘
た
ち
の
町
ば
か
ち
で
な
一
徐
銭
・
本
臨
時
・
向
山
で
一

一

同

い

{

人

向

一

③

開

票

の

く

み

号

手

習

に

待

ち

緩

ん

で

い

た

く

量

的

な

も

の

で

、

大

章

一

塁

・

栄

一

「
i
j
i
l
l
i
i
l
l
i
t
-
-
k
i
L
a、
JJZ綴
:
コ
ミ
た
怒
号
機
が
、
点
滅
を
は
じ
め
ま
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
著
し
い
も
れ
i
t
-
-
i
j
i
-
-
;
1
1
i
i

山

県

警

E
2入
手

常

そ

の

他

、

R
h
き
れ
と
警
あ
る
わ
け
で
す
。

3

P

ま

せ

ん

。

相

…
に
少
な
い
の
で
、
重
用

2
5
2女
子

起

き

て

奴

堂

に

議

な

血

液

製

酢

翰

燃

と

い

っ

て

も

、

護

者

…

…
液
が
な
か
な
か
手
応
入
り
民
く
掘
削
し
た
機
会
は
、
母
体
に
装
h

N

紙
約
は
、

O
窓

の

歳

淡

は

ど

広

明

1

援
に
滋
っ
て
や
る
純
輸
出
蹴
も
あ
れ
一

一

2
食

品

の

人

2
5
車

広

対

す

る

霊

が

で

ミ

の

幾

重

交

に

も

蓄

し

て

九

月

ー

ば

、

産

量

っ

て

や

る

賢

一

一
G
の
喜
志
一
線
議
す
る
〉
M
V
と

ζ

と
が
あ
え
そ
の
母
体
げ
議
ょ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
絹
E
話
各
l
i
u
v制
4
0

も
あ
そ
ま
た
か
な
り
長
吋
隠
…

…
い
う
ζ
と
の
他
に
、

R
h
G
型
出
品
脅
必
裟
と
す
る
場
合
は
、
必
が
、
数
近
の
研
究
明
、
は
、
必
ず

a
r
i札
刊
に
わ
た
っ
て
総
淑
を
し
な
け
れ
…

一
の
胤
母
親
か
ち
絞
ま
れ
た
R
h
m
m
ず
ま
h

G
の
人
mw鼠
液
を
絵
風
し
も
そ
う
で
な
い
ζ
と

が

わ

か

か

ば

効

果

の

は

い

総

出

掛

も

あ

る

の

一

一

の

子

供

が

、

い

わ

ゆ

る

新

鋭

犯

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

っ

て

い

ま

す

。

れ

刈

で

て

a

…
液
晶
胤
排
除
疾
患
と
か
、
新
後
宛
赤
す
0

0

裂

を

ど

の

綴

波

裂

の

入

に

ま

た

、

仏

輪

出

掛

と

い

う

の

は

、

一
芽
球
窪
と
よ
ば
れ
る
病
気
付
い
か

i
:
j
l
j
j
i
i
a
j
e
v
j
:
1
z
e
e
-
-
i
e
j
o
i
l
i
-
-

絵
市
仙
の
裁
は
多
い
ほ
ど
よ
い
ど
ん
な
問
的
気
に
明
、
も
必
援
明
、
ぁ
一

一

か

る

と

と

が

あ

り

、

そ

の

言

"

盛

液

の

知

識

と

〉

と

量

h

リ
ま
せ
ん
a

た
と
え
る
わ
け
で
は
あ
ち
ま
せ
ん
こ

叫
が
大
変
ゃ
っ
か
い
な
も
の
で
あ
・

1
j

冷
却
ば
、
い
ま
ど
ん
ど
ん
山
富
し
て
で
、
出
雲
の
状
線
を
み
て
、

ζ

…

…

る

か

も

す

。

献

血

の

は

な

し

{

言

、

豪

語

雲

去

し

れ

あ

整

で

縫

う

の

が

、

最

二

一

殺

は
ζ

の
よ
う
な
赤
ち
ゃ
ん

f
!
j
t
i
d
e
4
1
4
4
;
i
l
l
-
a
z
e
e
l
i
e
d
-
i
i
d
i
-
-
:
i
l
l
-
~
て
い
る
務
会
は
、
ど
ん
ど
ん
輪
開
適
当
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
と
一

一
の
病
気
の
続
%
も
進
ん
で
お
ら

ζ

む
よ
う
に
、

R
h
o
ω
血
も
持
岡
市
淵
守
る
と
い
う
の
は
、
側
同
座
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
き
に
、
は
じ
め
て
総
阪
と
い
う
一

…
ず
、
場
き
の
方
法
急
発
見
さ
れ
液
を
必
要
と
す
る
ζ
と
い
か
、
最
滋
滋
液
が
手
に
入
ら
な
い
時
の
と
ζ

ろ
が
、
災
織
の
よ
う
な
肱
間
後
が
決

薬
剤
の
散
布
と
あ
わ
せ
て

区

域

ご

と

に

大

掛

除
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議事的大揚縁消毒筆呂犠表

住
居
表
示
幾
勘
闘
を
受
諾
す
る

に
は
、
そ
の
区
域
内
会
戸
数
・

隊
機
数
e

人
口
を
は
っ
き
れ
，
と

つ
か
な
ζ
と
が
繁
一
一
議
停
に
な

ち
ま
す
。
劫
闘
記
仲
院
臨
脚
府
誠
九
都
盤
崩
欄

笑
灘
区
域
内
の
一
ぷ
月
三
十
一
同
時

現
骨
怖
に
お
け
る
澄
紛
数
お
よ
び

人
口
は

品
陣
織
と
、

O
二
倣
機

人
口
一
一
、
九
一
六
人

で
す
が
、
$
ち
に
穣
実
な
数
者

つ
か
れ
ザ
た
め
に
、
日
泡
〈
刊
行
致
逮

帥
頼
回
同
が
各
祭
耐
腕
争
時
訪
問
し
、
い

ろ
い
ろ
と
お
尋
ね
し
た
ち
い
た

し
ま
す
の
で
、
そ
の
析
に
は
よ

ろ
し
く
ご
協
力
〈
M
h
s
い
ま
す

よ
う
お
綴
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
逮
帥
斡
閥
践
が
各
自
陣
帥
綿
密
輸
糾
問

す
る
融
尚
氏
、
級
交
淡
を
お
溜
り

い
た
し
ま
す
の
で
必
援
な
務
験

者
返
し
く
と
記
入
〈
化
事
い
ま

す
よ
う
あ
わ
殺
で
お
緩
い
い
た

し
ま
す
.
俊
民
警
示
線
機
爽
絡

に
つ
い
て
の
務
総
に
つ
い
て
は

兵
体
繋
が
ま
と
ま
ち
し
だ
い
広

毅
綴

κよ
ち
お
知
ら
殺
し
た
ち

一
行
淡
町
悼
む
と
に
説
明
会
を
側
聞
く

と
と
に
い
た
し
て
お
h
ま
す
。

詩
人
荷
予
妨
鍵
療
診
断

五
月
十
限
詰
ま
で
は
申
込
む

げ
い
な
ち
ま
し
た
。

品
抑
制
蹴
殺
は
次
の
由
申
込
液
細
閣
に

時
間
人
療
に
つ
い
て
は
袋
き
ま

潟
知
の
ζ

と
と
怒
い
ま
す
が
、

段
本
人
mw
死
亡
事
mw
冷
で
成
人

病
に
よ
る
も
の
は
五
十
%
を
し

め
し
か
も

ιの
疾
病
は
間
関
L
T
才

総
後
か
ち
六
十
才
お
ま
で
の
鐙

も
労
働
総
力
の
隆
盛
必
然
A

聞を

怒
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

成
人
病
の
ゆ
で
一
最
も
多
い
の

は
叶
ガ
ン
」
で
あ
ち
そ
の
学
数

以
上
が
胃
ガ
ン
句
会
的
る
乙
と
を

考
え
る
と
械
的
犯
器
系
の
綴
淡
診

断
安
定
期
的
に
受
け
る
ζ
と
が

一
番
気
掛
鮮
な
と
と
で
す
。

附
削
明
、
も
一
昨
年
か
ら

ιの
対

策
に
の
り
交
し
線
開
山
検
診
を
災

施
し
問
中
期
制
開
発
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
も
開
問
十
才
以
上

の
方
争
終
掛
棋
に
笑
泌
す
る
と
と

アメリカ
シロヒトワ

発
見
し
た
人
は
す
ぐ
に

お
し
え
て
く
だ
さ
い

ア
メ
n
y
カ
レ
ロ
ヒ
ト
リ
N
M
、

山
本
汚
か
ら
六
汚
仰
し
ろ
げ
い
か
け
て

成
虫
と
な
与
野
を
生
み
鎗
め
ま

す。

ζ

の
う
ち
も
っ
と
も
私
た

ち
の
障
に
つ
話
予
す
い
の
は
淡

を
さ
か
ん
に
食
い
荒
す
幼
議
綴

で
す
。
第
一
一
滋
悶
は
六
nn初
勾

か
ら
七
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
A

然

二
回
附
棋
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月

中
創
刊
と
ろ
ま
で
で
す
。

ア
メ
リ
カ
ヤ
ロ
ヒ
ト
容
は
、

小
事
な
内
問
い
ガ
の
一
畿
で
、
サ
W

ク
ラ
一
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
往
ど
の
出
制
閉

路
樹
、
神
鰐
氷
を
は
じ
め
、
ク
ヲ

ナ

νな
ど
の
銭
作
縁
者
手
あ
た

ち
し
ピ
い
に
余
い
歯
周
ら
す
雌
和
食

性
mw
裟
践
で
す
。

ζ

の
訟
は
幼

織
の
う
与
制
融
合
し
て
製
吾
作
る

栓
賓
が
あ
告
ま
す
か
ち
、
と
の

腕
吋
暑
と
ら
え
て
紡
鈴
ず
る
の
が

劾
岡
市
績
で
守
党
つ

ηし
だ
い
磁

議
緩
へ
巡
帥
相
し
て
く
だ
き
い
，

下
穏
を
後
し
で
あ

間
同
月
か
ら
久
一
等
一
家
花
開
校
し
た

ゆ
出
火
学
時
間
大
学
出
廷
ず
盆
訳
、
下

擦
を
抽
出
し
て
い
ま
す
。
お
榊
岡
昭
瞬

で
き
る
お
が
い
ま
し
た
ら
、
学

隊
創
明
雄
部
局
〈
掛
酷
魁
舶
、
給
六
六
、

O
一品一山
V

ま
た
は
、
役
械
構
会

編
間
耐
揖
へ
縁
遠
絡
〈
だ
き
い
。
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